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03-6435-6459
Mochida-
Norihiko@jspacesystems.or.jp

一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構　他提案団体名：

○提案内容

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙３の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください

（３）その他

（２）（１）の技術を用いて解決する都市・地域の課題のイメージ
※課題については、別紙３の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください

技術の概要・実績等
技術の
分野

解決する課題のイメージ
課題の
分類

　本技術は、データドリブンを重視した観光事業向けのスマートシティを実現するものである。以下に地球観測データ、統計デー
タ、SNSデータを組み合わせた全く新しいインバウンド（訪日外国人旅行客）ビジネス向けの分析手法について概要を示す。
　本技術は、当財団の保有する地球観測データ利用に関する技術、京都大学が保有する統計メッシュに関する技術、株式会社ナ
イトレイが保有するインバウンド向けSNS分析技術を組み合わせることで、環境データと経済データを結合した潜在市場発見のた
めの仮説構築、ならびにターゲットとする観光地におけるSNS投稿数・人流・コメントの評価等がワンストップで可能である。
　本技術の実績については、すでに2018/10/31の当財団主催イベントにて公開し、モデルとした長野県、福井県にも紹介している。

宇宙ニュースメディア　宙畑
特集「インバウンドビジネス成功の鍵は統計“三種の神器”にあり！」
（前編）https://sorabatake.jp/182/
（後編）https://sorabatake.jp/193/

（２）分析・
予測技術
（７）その
他（観光地
の評価に
関する技
術）

　2020年までに4千万人の訪日外国人旅行客への十分なおもてなしを実施し、満足度を上げるために、我々が
「ディープジャパンツーリズム」と呼ぶ「大都市圏以外の地方都市へ誘客するプログラム」を実現する。インバウンドの
ニーズに応えるためには、誘客の必須条件である「公共交通機関」「宿泊施設」について、「大都市」「地方都市」より
もさらに細かい「市区町村」の粒度での分析が必要となるため、本分析をこれに適用して、インバウンドのニーズを満
たす適地を探す。
　課題解決イメージとして、インバウンド宿泊数が全国で40位以下の福井県をターゲットに構築したモデルを示す。
　福井県の主要な観光コンテンツである「恐竜」に加え、市街地の「光害（ひかりがい）」の少なさを活用して「星空観
光」に適した地域の割り出しを「夜間光の強度」と「延べ宿泊数」のデータを活用して示すことができる。
　さらに交通情報量と宿泊設備を分析し、恐竜観光地として分断された勝山市、大野市を公共バス等でつなぎ、二地
域が連携可能であることを示すことができる。
　これらを地域に提案し、具体的な旅行プランに落とし込むことで「ディープジャパンツーリズム」を実現する。

（ア）交通・
モビリティ
（オ）観光・
地域活性
化（ク）環
境

図など

mailto:Mochida-Norihiko@jspacesystems.or.jp
mailto:Mochida-Norihiko@jspacesystems.or.jp


1© Japan Space Systems. All rights reserved. 2018

スマートシティ実現に向けた技術提案

【参考】
ディープジャパンツーリ
ズムによるデータドリブ
ンを重視した観光事業向
けのスマートシティ実現
のための技術提案



2© Japan Space Systems. All rights reserved. 2018

スマートシティ実現に向けた技術提案

2020年に4千万人訪日するということは

4千万人÷47都道府県÷12ヶ月＝

約7万人/月をひとつの自治体でおもてなし？

いえいえ、観光産業にも偏りがあります。

TOP5 東京都、大阪府、北海道、沖縄県、京都府
こちらはオールシーズン宿泊者の多い都市です。
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スマートシティ実現に向けた技術提案

＜大都市＞
国際空港
クルーズ船
寄港地

＜地方都市＞
新幹線
高速道路
電車・バス

＜市町村＞
ローカル線
レンタカー
バス・タクシー 期待する

人の流れ

大まかな外国人旅行客の動き

地方に
流れる人々

人気ルートを
外れる人々

大都市に
溢れる人々
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スマートシティ実現に向けた技術提案

インバウンドの法則

日本人延べ宿泊者数 vs 外国人延べ宿泊者数

1,000人～10,000人/年を超えると

急激にインバウンドの宿泊数が増加！

これは統計データの分析により判明した法則です。
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スマートシティ実現に向けた技術提案

「インバウンドの法則」

日本人宿泊数が1,000～
10,000人/年を超えると

急激にインバウンドの
宿泊数が増加！

H25年1月からH26年6月まで

国土交通省観光庁宿泊旅行統計調査

・日本人が1,000～10,000人以上宿
泊すると外国人はより宿泊しやすく
なる。

・日本人が多く宿泊する場所を選ん
で外国人は宿泊する。



6© Japan Space Systems. All rights reserved. 2018

このインバウンドの法則を念頭に
今夜は以下のキーワードでビジネス化を検討

調査機関からの委託

旅行事業者との協業

リゾート開発事業者との協業

想定するビジネスモデル

Eoデータ

地形、観光資
源、環境評価

統計データ

町村レベルの経済動
向評価

SNSデータ

リアルタイムの
人的動向評価

スマートシティ実現に向けた技術提案
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データ分析事例
国籍依存性を分析

日本人が1,000～10,000人以上宿泊
する場所は増加
日本人が1,000～10,000人以上宿泊
する場所は増加



8© Japan Space Systems. All rights reserved. 2018

データ分析事例
最大標高: 
ASTER GDEM 由来3次メッシュ統計
外国人、日本人延べ宿泊者数：
国土交通省観光庁宿泊旅行統計調査
(2013年1月~2014年6月)標高と延べ宿泊者数との関係

外国人延べ宿泊者数（人） 日本人延べ宿泊者数（人）

標
高

(
m)

高地に宿泊する人
については後述
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＜福井県＞
・外国人延べ宿泊者数45位

◎著名な観光スポット
・恐竜博物館
・星空観光
・永平寺
・スキーリゾート、etc

データ分析事例

インバウンドSNS
年間投稿件数：659
年間投稿件数：115
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データ分析事例
他県からのルート（インバウンド想定）
〇空路 小松空港からバス
〇海路 京都舞鶴港から小浜線、北陸本線
〇陸路 福井～米原 しらさぎ

大阪～金沢 サンダーバード

直接インバウンドを
送り込むような交通
機関は少ない

国内では
人気スポット

やや交通が不便
な地で宿泊させる
プランは何か？
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データ分析事例

勝山市
恐竜
博物館

東尋坊

鯖江市

福井市

＜福井県SNS投稿＞
北陸本線の駅周辺や
観光スポットにてイ
ンバウンドの投稿が
行われている。

小浜市

大野市

化石発掘
体験場
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データ分析事例

＜福井県SNS投稿 国別ランキング（年間）＞
ランキング 国名 投稿数

1 マレーシア 251

2 フィリピン 126

3 ブラジル 55

4 インドネシア 42

5 中華民国(台湾) 42

6 アメリカ合衆国 31

7 タイ 23

8 韓国 19

9 イタリア 10

10 中国 8

2017年9
月に東南
アジアの
パワーブ
ロガーを
招待、そ
の後投稿
数増加
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データ分析事例

かつやま恐竜の森
子供に人気のスポット

Google Earthで見るかつやま恐竜の森周辺



14© Japan Space Systems. All rights reserved. 2018
https://www.gsj.jp/data/200KGM/JPG/GSJ_MAP_G200_NJ5312_1999_200dpi.jpg

20万分の1地質図
産業技術総合研究所
地質調査総合センター

白亜紀、ジュラ紀
手取層郡(Tetori Group)
赤岩亜層群(Akaiwa Subgroup)
岩徹白亜層群(Itoshiro Sub Group)
九頭竜亜層群 (Kuzuryu Subgroup)
砂岩、泥岩、および、礫岩

かつやま
恐竜の森

データ分析事例

このような地質図を
もっと活用したい！
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データ分析事例
OneGeology
地質に関するオープンデータプラットフォーム
統計メッシュで処理すれば町村レベルの分析も可能
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えちぜん鉄道（勝山永平寺線）

データ分析事例

＜観光用の交通網を分析：人気の恐竜コンテンツ＞

勝山市
恐竜
博物館

大野市

化石発掘
体験場

ＪＲ西日本（九頭竜線）

夏休みシーズン
だけバスでつな
げないか？
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データ分析事例

Google Earthで見る勝山市～大野市

勝山市
恐竜
博物館

大野市

化石発掘
体験場

片道36km
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越前本線（勝山-大野口）
（1914年11月4日～1974年8月12日）

京福電気鉄道88年回顧録

データ分析事例
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駅周辺宿泊容量

JR西日本九頭竜線
（福井～九頭竜湖）

えちぜん鉄道勝山永平寺線
（福井～勝山）

算出にはMESHSTATSの機能を利用

データ分析事例

交通／宿泊地のネットワークの再構築

恐竜をキーワードに積極的に
２地域の公共交通機関を使っ
てインバウンドの交流人口を
増やす。
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データ分析事例

＜星空観光をデータで分析！＞

夜側の地球を可視光で撮影
人間の経済活動を確認

しかし夜間光
は明るすぎる
と「光害」とな
って、星空観
光を脅かすも
のになってし
まう。
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データ分析事例

提供：福井工業大学

福井の山岳部は世界的に『銀賞』、市街地の
近くでも『銅賞』が数多く残されている。

農村地域
街灯少なく
夜空が暗い
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データ分析事例
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データ分析事例



24© Japan Space Systems. All rights reserved. 2018

データ分析事例

ステラテック衛星
「ほしぞら（仮）」



25© Japan Space Systems. All rights reserved. 2018

夜間光をメッシュ化、
宿泊数分布と結合

星空を楽しむことでき
る地域を分析

日本人宿泊者と外国人宿泊者に関する延べ宿泊者数の関係
平均夜間光強度

2012年 NASA夜間光画像から独自に３次
メッシュ統計を作成

データ分析事例
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最大標高: 
ASTER GDEM 由来3次メッシュ統計
外国人、日本人延べ宿泊者数：
国土交通省観光庁宿泊旅行統計調査
(2013年1月~2014年6月)
夜間光強度:
NASA 2012年夜間光強度画像

標高、夜間光強度、
延べ宿泊者数との関係

外国人延べ宿泊者数（人） 日本人延べ宿泊者数（人）

標
高

(
m
)

データ分析事例

1,000mを超えると
夜間光の明るい
地域が減って、宿
泊者数も減る

夜間光が明るい
地域はだいたい
低地
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Geotiff形式
2018年8月16日撮影
NASA
144.4MB
30m角ピクセル

データ分析事例
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外国人延べ宿泊者数（人） 日本人延べ宿泊者数（人）

平
均

標
高

(m
)

夜間光強度

延べ宿泊者数ー夜間光強度ー平均標高
（３次メッシュによる結合分析の結果）

福井県

三方五湖(みかたご
こ)周辺に外国人が
宿泊！
星空観光にも最適。

三方五湖

三方五湖

データ分析事例

勝山市郊外に星空観光
に適した場所あり！

日本人が十分に宿泊し
ている！
→インバウンドを伸ばせ
る余地あり。
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データ分析事例

＜勝山市の宿泊施設（例）＞
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データ分析事例

＜三方五湖の宿泊施設（例）＞
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データ分析事例

＜福井市周辺の宿泊施設の稼働率＞

今年度は好調
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データ分析事例

＜勝山市周辺の宿泊施設の稼働率＞

夏休みの稼動
率が好調
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データ分析事例

＜三方五湖周辺の宿泊施設の稼働率＞

稼動率は毎月
ほぼ50%以上
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データ分析事例
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福井県への提言
・1kmメッシュ内での1,000～10,000人/年宿泊を目
指したアイデア出し強化、地元のアイデア大事

・インフルエンサーを持続させるために訪福外国人
トップランカーへ積極的にアプローチ
英語以外のマレー語ポルトガル語の案内増強

・恐竜、化石ブランドに衛星データも活用した星空
観光を加え、宇宙ロマンを感じる宿泊プランを確立

・勝山市、三方五湖は星空観光をキーワードに誘客

データ分析事例


